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どきどき　一年生

なかよく　いっしょに

■平成22年■

３月
定例会

22年度予算を審議



　

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
、

会
期
16
日
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　

「
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
村
長
提
出
議
案
24

件
と
議
員
提
出
議
案
３
件
を
審
議
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査

の
内
容
は
委
員
長
報
告
の
と
お
り
で
す
。

◎
長
野
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の

減
少
　
他
２
議
案

　

（
内
容
）
東
筑
摩
郡
波
田
町

が
松
本
市
に
合
併
す
る
も
の
。

◎
墓
地
条
例
の
一
部
改
正

　

（
内
容
）
村
営
久
保
地
尾
根

墓
地
・
久
保
地
尾
根
西
墓
地

に
つ
い
て
、
管
理
料
を
徴
収

す
る
も
の
（
１
区
画
に
つ
き

年
額
１
千
円
）

☆
反
対
討
論

・
未
契
約
の
区
画
の
草
取
り
費

用
が
、
見
積
り
に
入
っ
て
い

る
。
周
辺
の
草
刈
り
費
用
等

は
村
が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、

使
用
者
か
ら
の
徴
収
は
問
題

で
あ
る
。

☆
賛
成
討
論

・
年
額
１
千
円
の
費
用
負
担
で
、

墓
地
全
体
が
管
理
で
き
る
の

で
、
妥
当
と
考
え
る
。

◎
深
山
農
村
公
園
設
置
条
例

　

（
内
容
）
公
園
の
管
理
を
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
も
の
。

☆
賛
成
討
論

・
公
園
の
管
理
責
任
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
発
足
時
よ

り
問
題
と
な
っ
た
。
公
の
施

設
で
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

国
家
賠
償
法
に
よ
り
、
村

（
地
方
公
共
団
体
）
に
賠
償

責
任
が
あ
る
。

・
村
長
は
、
関
係
区
に
対
し
公

園
の
管
理
方
法
調
査
を
行
っ

た
。
然
し
村
か
ら
、
調
査
に

対
す
る
回
答
が
な
い
。
き
ち

ん
と
回
答
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正

　

（
内
容
）
村
営
住
宅
へ
の
暴

力
団
員
の
入
居
を
阻
止
す
る

も
の
。

☆
賛
成
討
論

・
暴
力
団
員
の
情
報
を
警
察
署

よ
り
も
ら
う
。
警
察
権
力
の

影
響
が
増
え
る
懸
念
が
あ
る
。

◎
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

　

（
内
容
）
予
算
総
額
に
７
千

376
万
円
を
追
加
し
、
41
億
５

千
791
万
円
と
す
る
も
の
。

　
　

歳
入
で
は
、
法
人
村
民
税

が
700
万
円
の
減
、
固
定
資
産

税
は
１
千
700
万
円
増
、
地
方

交
付
税
は
１
億
１
千
14
万
円

の
増
。

　
　

歳
出
で
は
、
財
政
調
整
等

基
金
の
積
立
に
１
億
72
万
円

な
ど
で
あ
る
。

◎
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

　

（
内
容
）
総
額
を
、
36
億
１

千
万
円
と
す
る
も
の
。

　
　

主
な
新
規
事
業
と
し
て
は
、

　

学
童
ク
ラ
ブ
室
新
築
工
事
に

５
千
813
万
円
、
八
ヶ
岳
自
然

文
化
園
野
外
音
楽
堂
整
備
に

500
万
円
、
県
営
農
道
保
全
整

備
事
業
に
600
万
円
、
こ
ど
も

手
当
に
１
億
２
千
775
万
円
な

ど
で
あ
る
。

☆
反
対
討
論

・
本
予
算
の
農
道
整
備
事
業
に

お
い
て
、
地
元
負
担
金
が
当

初
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
予

算
総
計
主
義
に
反
す
る
。

・
農
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
の

理
事
者
側
の
答
弁
に
一
貫
性

が
な
く
、
二
転
三
転
し
た
答

弁
と
な
っ
た
。

　
　

問
題
点
指
摘
に
対
し
て
訂

正
は
し
た
が
、
法
令
違
反
の

議
案
が
出
て
く
る
事
自
体
が

問
題
で
あ
る
。

☆
賛
成
討
論

・
自
助･

共
助･

公
助
の
精
神
に

基
づ
い
て
の
村
づ
く
り
へ
の

施
策
が
あ
る
。

　
　

更
に
一
層
、
経
済
の
充

実
・
中
小
企
業
の
活
性
化
を

含
め
て
村
づ
く
り
に
進
ん
で

も
ら
い
た
い
。

・
「
歴
史
民
俗
資
料
館
（
八
ヶ

岳
美
術
館
）
」
は
公
の
施
設

で
あ
る
。
美
術
館
の
努
力
を

否
定
す
る
様
な
動
き
が
あ
り

問
題
で
あ
る
。
設
置
条
例
に

基
づ
い
た
館
の
運
営
が
出
来

る
様
、
理
事
者
は
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

・
村
の
施
策
を
行
な
う
に
あ
た

り
、
関
係
区
と
の
調
整
を
し

っ
か
り
図
っ
て
進
め
て
も
ら

い
た
い
。　
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平成2 2年第１回定例会　審議結果

議
　
　
案
　
　
名
　
　
等

議
　
　
員
　
　
名

表記：○は賛成、×は反対、▽は退席、－は欠席

矢島　昌彦
菊池　敏郎
小平　雅彦
小池　啓男
日達　德吉
木下　貞彦
小林庄三郎
小池　利治
長谷川　寛
五味　武雄

審議結果

○
×
○
×
○
○
○
×△

○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
×
○
○
○
○
○
×
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
×
○
○
○
○
○
×
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
×
○
○
○
○
○
×
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
×
○
○
○
○
○
×
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
可
決

《
村
長
提
出
》

　

長
野
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
自
治
体
の
数
を
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

水
田
営
農
活
性
化
対
策
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

墓
地
条
例
の
一
部
改
正

　

深
山
農
村
公
園
設
置
条
例

　

原
村
農
村
公
園
設
置
条
例

　

原
村
運
動
広
場
設
置
条
例

　

村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　
　
　
　
　
　

農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

村
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

下
水
道
事
業
会
計
予
算

《
議
員
提
出
》

　
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
の
Ｎ
Ｔ
Ｐ
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に
向
け
た
取
組
を
求
め
る
意
見
書
提
出
（
政
府
宛
）

　
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安
定
雇
用
の
創
出
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
（
政
府
宛
）

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
Ｂ
ル
ー
ト
に
よ
る
早
期
実
現
に
関
す
る
決
議

撤
回
請
求
書
に
よ
り
撤
回

撤
回
請
求
書
に
よ
り
撤
回

撤
回
請
求
書
に
よ
り
撤
回

撤
回
請
求
書
に
よ
り
撤
回

（3）　　第101号　はらむら議会だより



◎
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和

実
現
に
関
す
る
意
見
書
の
決

議
に
つ
い
て

　
　

陳
情
者

　
　

平
和
市
長
会
議
会
長

　
　

広
島
市
長　

秋
葉　

忠
利

　
　

「
全
会
一
致
で
採
択
」

　
　

意
見
書
提
出

◎
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と

安
定
雇
用
の
創
出
、
中
小
企

業
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
を

求
め
る
陳
情

　
　

陳
情
者

　
　

諏
訪
地
区
労
働
組
合
連
合

　

会

　
　

議
長　

伊
藤　

和
夫

　
　

「
全
会
一
致
で
採
択
」

　
　

意
見
書
提
出

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
即

　

時
廃
止
の
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情
書

　
　

陳
情
者

　
　

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　

諏
訪
支
部

　
　

執
行
委
員
長　

今
井　

進

　
　

「
趣
旨
採
択
」

◎
生
活
実
態
に
見
合
う
年
金
に

引
き
上
げ
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

　
　

陳
情
者

　
　

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　

諏
訪
支
部

　
　

執
行
委
員
長　

今
井　

進

　
　

「
継
続
審
査
」

◎
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
Ｂ
ル

　

ー
ト
に
よ
る
早
期
実
現
に
関

　

す
る
決
議

☆
反
対
討
論

・
今
の
時
期
に
決
議
す
べ
き
で

　

は
な
い
。

　
　

若
い
人
が
将
来
の
生
活
に

希
望
が
見
い
だ
せ
な
い
時
に
、

村
民
が
Ｂ
ル
ー
ト
で
造
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
る
か
疑
問
。

　
　

将
来
に
負
担
が
残
る
よ
う

な
物
は
造
る
べ
き
で
な
い
。

・
経
済
効
果
・
安
全
性
の
面
で

　

「
迂
回
ル
ー
ト
で
の
建
設
費

　

増
の
見
込
み
額
は
。

　

 

地
元
負
担
金
を
原
村
と
し

て
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　

電
磁
波
の
影
響
は
、
ま
た

　

衝
撃
音
は
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。
」

　

を
質
問
し
た
。

　
　

し
か
し
、
「
答
え
ら
れ
な

い
」
と
い
う
の
で
反
対
す
る
。

☆
賛
成
討
論

・
夢
の
リ
ニ
ア
が
実
現
可
能
に

　

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　

安
全
性
へ
の
問
題
、
対
応

は
Ｊ
Ｒ
、
国
を
信
頼
す
る
し

か
な
い
。

・
今
後
、
村
民
と
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

　
　

将
来
の
負
担
も
あ
る
が
、

地
域
発
展
の
夢
も
あ
る
。
国

任
せ
で
な
く
、
地
域
で
も
働

き
か
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

☆
そ
の
他

・
誘
致
に
向
け
て
運
動
し
た
人

　

の
意
を
く
ん
で
、
こ
う
い
う

　

意
見
が
あ
る
こ
と
は
理
解
す

る
。

　
　

た
だ
し
、
リ
ニ
ア
は
全
体

　

と
し
て
原
村
に
ど
う
プ
ラ
ス

す
る
の
か
不
明
。

　
　

決
議
は
、
時
期
尚
早
で
は

な
い
か
。

◎
昨
年
８
月
に
起
き
た
豪
雨
災

害
に
よ
る
静
香
苑
の
修
繕
費
が

確
定
し
、
負
担
金
等
に
つ
い
て

補
正
さ
れ
た
。
一
部
災
害
共
済

金
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

町
村
負
担
が
増
え
た
。

◎
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

静
香
苑
の
運
営
は
、
平
年
並

み
と
な
る
。
原
村
負
担
は
、
440

万
円
余
で
あ
る
。

　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

市
町
村
の
負
担
が
、
実
績
割
と

な
り
、
村
負
担
は
、
11.8
％
、
７

千
770
万
円
と
な
る
。

　

灰
溶
融
事
業
は
、
中
止
に
伴

い
予
定
地
の
返
却
と
国
補
助
金

の
返
済
等
で
あ
る
。
村
負
担
は
、

964
万
円
余
で
あ
る
。

◎
21
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

繰
越
金
の
額
が
確
定
し
、
原

村
分
担
金
分
287
万
６
千
円
が
減

額
さ
れ
た
。

◎
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

ご
み
収
集
費
用
が
、
組
合
か

ら
町
村
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
7
千
万
円
余
り
の
減
額
。

公
債
費
の
償
換
が
終
わ
っ
た
た

め
、
4
千
万
円
程
の
減
額
に
な

る
。

　

原
村
負
担
分
は
5
千
49
万
円

余
に
な
る
。

　

大
き
な
修
理
予
定
は
な
い
。

◎
南
諏
衛
生
施
設
組
合
監
査
委

員
と
し
て
、
原
村
柏
木
の
荒
木

桂
男
氏
を
選
任
し
た
。

はらむら議会だより　第101号　　（4）

陳
情
の
審
議

陳
情
の
審
議

決
　
議

決
　
議

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
議
会

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
議
会

南
諏
衛
生
施
設
組
合
議
会

南
諏
衛
生
施
設
組
合
議
会
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臨
　
時
　
会

　

平
成
22
年
第
１
回
臨
時
会
は

１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
。

◎
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

　

（
内
容
）
中
小
企
業
振
興
支

援
の
た
め
「
特
別
経
営
安

定
資
金
」
・
「
関
連
倒
産

防
止
資
金
」
を
設
け
る
も

の
。
限
度
額
は
と
も
に
１

千
万
円
（
た
だ
し
、
売
掛

債
権
額
を
限
度
と
す
る
）

と
す
る
も
の
。

☆
賛
成
討
論

・
小
回
り
の
効
く
自
治
体
だ
か

ら
こ
そ
、
必
要
な
手
当
て

で
あ
り
早
く
す
べ
き
で
あ

る
。

・
交
付
金
を
含
め
、
村
の
積
み

立
て
た
基
金
を
商
工
業
振

興
、
村
経
済
の
発
展
に
使

う
べ
き
で
あ
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

◎
平
成
21
年
度
学
校
情
報
通
信

技
術
環
境
整
備
事
業　

原

中
学
校
の
物
品
購
入
契
約

（
内
容
）
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

用
に
パ
ソ
コ
ン
42
台
・
職

員
室
用
７
台
の
ほ
か
、
サ

ー
バ
・
プ
リ
ン
タ
ー
及
び

ス
キ
ャ
ナ
ー
等
を
購
入
す

る
も
の
。

　
　

契
約
金
額
は
１
千
333
万
円

と
な
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

　

平
成
22
年
第
２
回
臨
時
会
は

２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
。

◎
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　

（
内
容
）
国
の
「
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
」
（
５
千
900
万
円
）

及
び
繰
越
金
（
１
千
888
万

円
）
を
当
て
て
、
次
の
事

業
を
行
う
も
の
。

・
役
場
庁
舎
非
常
用
発
電
機
設

置
工
事
費
に
１
千
369
万
円
。

非
常
時
に
備
え
、
昭
和
57

年
設
置
の
出
力
39
k
w
か
ら

87.5
k
w
の
機
械
へ
更
新
す

る
も
の
。

・
中
学
校
施
設
改
修
工
事
費
等

に
６
千
419
万
円
。

　
　

工
事
内
容
と
し
て
は
、
図

書
館
の
改
修
、
廊
下
の

床
・
天
井
の
全
面
張
替
え
、

F
F
暖
房
機
の
設
置
、
上

水
道
施
設
改
修
な
ど
。

☆
賛
成
討
論

中
学
校
改
修
工
事
に
つ
い
て

・
床
の
張
替
え
工
事
に
お
い
て
、

結
露
に
よ
り
滑
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
、
安
全
な
廊

下
に
し
て
欲
し
い
。

・
工
事
入
札
に
お
い
て
、
村
内

業
者
へ
よ
り
多
く
発
注
で

き
る
様
、
要
網
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
更

な
る
研
究
を
求
め
る
。

・
利
用
す
る
生
徒
・
教
師
の
希

望
を
調
査
し
て
、
改
修
計

画
の
策
定
・
実
施
を
望
む
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》



　

新
年
度
予
算
中
心
の
審
議
で

あ
っ
た
。

◎
22
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

　
　

予
算
と
提
出
条
例
が
一
致

し
て
い
な
い
と
か
、
他
の
条

例
に
合
致
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
２
回
の
再
提
出
が
あ

っ
た
。

　
　

審
議
で
は
、
10
月
か
ら
の

「
公
共
交
通
実
証
運
行
」
で
、

利
用
見
通
し
や
利
便
性
を
中

心
に
議
論
さ
れ
た
。
（
予
定

料
金
は
、
高
校
生
200
円
、
大

人
300
円
）

　
　

新
た
に
「
有
機
栽
培
産
地

確
立
事
業
」
と
し
て
堆
肥
散

布
に
補
助
を
出
す
。
産
地
確

立
の
計
画
が
必
要
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
　

遊
休
荒
廃
地
解
消
に
役
立

つ
「
農
地
流
動
化
補
助
金
」

を
60
％
に
減
ら
す
こ
と
に
は

批
判
が
出
さ
れ
た
。

　
　

「
県
営
農
道
保
全
事
業
」

（
農
道
舗
装
）
は
、
幅
4.5

m
、
延
長
1.1
k
m
、
事
業
費

４
億
５
千
万
円
（
村
負
担
30

％
）
で
５
年
間
の
事
業
で
あ

る
。

　
　

関
係
区
と
の
相
談
で
も
、

予
算
で
も
「
地
元
負
担
金
無

し
」
で
あ
っ
た
が
、
条
例
改

正
が
な
い
と
、
負
担
金
徴
収

と
な
る
。

　
　

委
員
５
名
中
４
名
は
、
条

例
を
変
更
す
べ
き
と
し
た
が
、

村
長
は
、
負
担
金
徴
収
の
予

算
を
再
提
出
し
た
。　

　
　

委
員
か
ら
は
、
区
長
と
の

信
頼
関
係
を
優
先
す
べ
き
と

批
判
さ
れ
た
。

◎
有
線
放
送
特
別
会
計
予
算

　
　

デ
ジ
タ
ル
放
送
化
後
の
サ

ラ
ダ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

◎
墓
地
条
例
の
改
正

　
　

室
内
の
久
保
地
尾
根
の
墓

地
契
約
者
か
ら
、
管
理
費
と

し
て
毎
年
千
円
徴
収
す
る
内

容
で
あ
る
。

　
　

未
分
譲
地
の
草
取
り
費
用

も
含
ま
れ
て
お
り
問
題
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
毎

年
で
は
、
事
務
費
も
か
さ
む
、

数
年
分
徴
収
の
検
討
も
提
案

さ
れ
た
。

◎
深
山
農
村
公
園
管
理
条
例
の

新
設
に
つ
い
て

　

（
後
に
撤
回
さ
れ
た
が
、
払

沢
、
柏
木
、
室
内
、
や
つ
が

ね
、
南
原
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

の
管
理
条
例
と
合
わ
せ
て
社

会
文
教
常
任
委
員
会
と
連
合

審
査
し
た
）

　
　

中
新
田
「
深
山
農
村
公

園
」
を
、
指
定
管
理
制
度

（
管
理
者
は
、
利
用
料
徴
収

で
き
、
維
持
管
理
費
を
負

担
）
で
管
理
す
る
内
容
で
あ

る
。

　
　

審
議
に
は
、
参
考
人
と
し

て
関
係
区
長
さ
ん
に
出
席
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
　

事
故
の
場
合
や
備
品
等
の

修
繕
費
、
上
下
水
道
代
な
ど

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

◎
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
　

「
お
じ
い
家
、
お
ば
あ

家
」
か
ら
の
寄
付
品
の
取
扱

経
過
に
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

　
　

降
雪
に
よ
る
倒
壊
農
業
用

ハ
ウ
ス
へ
の
補
助
は
、
い
い

こ
と
だ
が
、
補
助
金
の
要
綱

を
透
明
に
す
べ
き
と
指
摘
が

あ
っ
た
。

◎
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情

　
　

全
国
一
律
最
低
賃
金
と
し
、

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
と

同
時
に
、
中
小
企
業
支
援
策

の
拡
充
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　
　

今
日
の
経
済
、
雇
用
状
況

に
は
重
要
で
あ
る
と
採
択
す

べ
き
と
し
た
。

◎
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
陳
情

　
　

「
N
P
T
再
検
討
会
議
」

で
、
核
廃
絶
を
盛
り
込
む
こ

と
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、

採
択
す
べ
き
と
し
た
。

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
菊
　
池
　
敏
　
郎
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おおきくなったね




